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9月の業務時間延長日
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●奥公民館燿語が

●鮎員地区公民館ギャラリー
(開催日:月 ～土曜日)
「瑞柳書道教室」
代表 海野久子さん鰊占員)
子どもたちの書を展示します。
(8月 31日 まで)

「ふるさと塾作品展」
焼き物体験の作品や写真を展示します。
(9月 2日から30日 まで)

覇
●1階ロビー

美術コーナー①  8月に引き続き9月 30日まで

故 0梅津五郎画伯の絵画を展示します。
町に寄贈していただいた作品です。

美術コーナー②  9月 1日から10月 31日まで

「木目込み人形・木彫りと和紙人形作品展」
長谷部いせさん (高玉)
塩川 澄子さん (高玉)

●文化実習室 特別展
「パッチワークサークルさくら会作品展」
代表 中嶋玲子さん (荒砥乙)
▼期間 8月 27日 まで

● 1階フロアー

す 「李自の詩」
植木香月 (山 口)さんの書です。



●
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

「食
品
表
示
「
１

▼
連
絡
先
　
山
形
農
政
事
務
所
　
表

白
鷹

町
の
文
化
財
を
訪
ね

て

▼
い
つ
　
９
月
翼
Ｈ

（木
）
午
前
８

時

帥
分

（集
合
）
～
午
後
３
時

即
分

▼
集
合
場
所
　
役
場
前

▼
見
学
場
所
　
ト
ーｉ

・
鷹
山
地
区

（中
山
キ
、
山
の
仲
石
碑
群
、
称
名

キ
、
塩
田
行
屋
な
ど
）

▼
講
師
　
江
Ｈ
儀
雄
史
談
会
長
ほ
か

＊
当
日
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

▼
定
員
　
昴
人

（定
員
に
な
り
し
だ

い
締
め
切
り
）

▼
締
め
切
り
　
９
月
８
日

（金
）

▼
Ｌ
催
　
咆
談
会
ほ
か

■
申
込

・
問
い
合
わ
せ
　
教
育
委
員

会
文
化
振
興
係

（８
８５
‐
６
１
４
６
）

常
設
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
コ

ー

ス
が

で
き
ま

し
た

こ
れ
ま
で
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
常

設
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
を

要
望
す
る
声
を
い
た
だ

い
て
い
ま
し

た
が
、

こ
の
た
び
、
白
鷹
町
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
ほ
か
、
利
用
団
体

の
ご
協
ノＪ
に
よ
り
、
健
康
運
動
広
場

へ
合
計
８
ホ
ー
ル
の
常
設

コ
ー
ス
が

設
置
さ
れ
ま
し
た
。
健
康
増
進
の
た

め
に
、
気
軽
に
ブ
レ
ー
を
楽
し
ん
で

は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。

▼
利
用
期
間
　
降
雪
期
ま
で

＊
コ
ー
ス
は

、
定
期
間
ご
と
に
変
更

さ
れ
ま
す
。

＊
団
体

で

の
ご
利

用

の
場
合

は
、

お

早
め
に
健
康
福
祉

課
ま
で
中

し
込

ん
で
く
だ

さ

い
。

■
中

込

・
――――

い
合

わ
せ
　
健
康
福

祉

課

（８

％
１

０
１
１
１
）

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ

ー

を

ご

利

用

く

だ

さ

い

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

と
は
、
ｒ
台
て
の
お
Ｆ
伝
い
を
受
け

た
い
か
た

（利
用
会
員
）
と
ｒ
育
て

を
応
援
で
き
る
か
た

（協
ノＪ
会
員
）

で
構
成
さ
れ
る
会
員
組
織
で
す
。

▼
利
川
対
象

（利
用
会
員
）

・
町
内
に
お
住
ま
い
の
か
た
で
、
概

ね
小
学
校
低
学
年
以
ド
の
ｒ
ど
も

の
保
護
計

▼
会
員
登
録
　
利
用
す
る
に
は
会
員

登
録
が
必
要
で
す
。
登
録
用
紙
は
ｒ

台
て
支
援
セ
ン
タ
ー

（健
康
福
祉
課

内
）
に
あ
り
ま
す
。

※
利
用
料
金
な
ど
、
詳
し
く
は
お
‐ｌｌｌ

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
‐ｌｌｌ
い
合
わ
せ
　
健
康
福
ネ‐‐‥
課

ド́
台

て
支
援
セ
ン
タ
ー
係

（８
％
１
０
２

１
，
こ

第

１６
回
排
水
設
備

工
事
責
任

技
術
者

の
県
内
統

一
試
験
が

行
わ
れ
ま
す

▼
い
つ
　

Ｈ
月
１９
日

（Ｈ
）
午
後
１

時
～
３
時

▼
ど
こ
で
　
米
沢
市
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

▼
中
込
期
間
　
９
月
１
日

（金
）
～

Ю
月
６
Ｈ

（金
）

▼
計
習
会
　
希
望
者
を
対
象
に
受
験

講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

・
い
っ
　
Ю
月
別
Ｈ

（金
）
午
後
１

時

～

■
時

踊
分

。
ど

こ
で
　

米

沢
市

六
郷

コ
ミ

ュ
ニ

テ

ィ
ー

セ

ン
タ
ー

■
中

込

・
――１１

い
合

わ

せ
　

建

設
水
道

課
ド
水
道
係

（８

絲
１

６
１
３
８
）

９
月
９
日
は
「救
急
の
日
」

救
急

の
日
を
含
む

．
週
間
は

「救

急
医
療
週
――――
‐
で
す
。

い
ざ
と
い
う

と
き
に
、
救
急

‐―‐１
が
来
る
ま
で
の
間
、

皆
さ
ん
に
も
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
に
も
応
急
手
当
て
を

身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
　
西
置
賜
行
政
組
合

消
防
署
白
鷹
分
署
（８
精
１
５
２
４
２
）

救
急

フ
ォ
ー
ラ
ム
置
賜

２
０
０
６

救
急
医
療
に
つ
い
て
考
え
を
深
め

て
い
た
だ
く
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

▼
い
つ
　

９
月
９
Ｈ

（Ｌ
）
午
後
１

時

Ю
分
～
午
後
４
時
知
分

▼
ど

こ
で
　
長
井
市
障
賜
生
涯
学
習

。フ
ラ
ザ

▼
内
容

①
体
験

‐
；炎
話
と
救
急
医
療
を
語
る

②
救
急
寸
劇

③
体
験
Ａ
Ｅ
Ｄ
と
心
肺
蘇
生
法

④
消
防
防
災

ヘ
リ
と
救
急

・
救
助
活

動
訓
練
な
ど

■
問
い
合
わ
せ
　
置
賜
保
健
所
保
健

企
画
課

（８
０
２
３
８
１
タ
１
３
８

７
２
）

西

置

賜

防

災

フ

エ
ス
タ

救
急
医
療
週
間
の
終
わ
り
に
、
地

震

・
火
災

・
風
水
害
な
ど
の
災
害
に

対
す
る
日
ご
ろ
の
備
え
と
、
緊
急
の

対
応
に
つ
い
て
意
識
を
高
め
て
い
た

偽
岬ＦЭ

黍

・
ミ
睾
ヨ
弓
ざ
し

饉ヽ
薔
ン

だ
く
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
が
で

き
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

▼
い
つ
　
９
月
１７
日

（Ｈ
）
午
前
９

時

帥
分
～

‐１１
午

▼
ど
こ
で
　
西
は
賜
防
災
セ
ン
タ
ー

（長
井
市
）

▼
内
容

①
防
災

ヘ
リ
が
来
る
よ

②
高
さ
５

ｍ
か
ら
の
脱
出
体
験

③
消
防
自
動
中
乗
卓
体
験

④

Ａ
Ｅ
Ｄ

（自
動
体
外
式
除
細
動
器
）

を
使
用
し
た
救
急
救
命
法
講
習
会

⑤
消
火
器
使
用
体
験
な
ど

＊
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
Ｌ
し
て
幼
年
消

防
ク
ラ
ブ

の
演
技
や
バ
ン
ド
の
ラ

イ
ブ
演
奏
も
行
わ
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
西
置
賜
防
災
セ
ン

タ
ー

（８
路
１
１
８
３
９
）

レ

ジ

オ

ネ

ラ

症

に

ご

注

意

を

最
近
、
家
庭
川
の
追
い
焚
き
式
風

―′―
が
感
染
源
と
思
わ
れ
る
事
例
が
発

生
し
ま
し
た
。
家
庭
川
の
風
―′―
で
も
、

水
換
え
や
掃
除
が
不
卜
分
だ
と
風
―′―

釜
内
部
や
浴
槽
内
で
レ
ジ
オ
ネ
ラ
属

菌
が
繁
殖
し
ま
す
。
適
切
に
お
湯
を

交
換
し
、
浴
槽
や
風
―′―
釜
内
部
の
掃

除
、
塩
素
消
毒
を
行
い
、
レ
ジ
オ
ネ

ラ
属
菌
の
繁
殖
を
防
ぎ
ま
し
よ
う
。

▼
繁
殖
し
や
す
い
所
　
循
環
式

の
風

―′―
、
冷
却
塔
水
、
プ
ー
ル
、
池
、
噴

水
、
ク
ー
ラ
ー
、
加
湿
器
、
１１
壌
等

▼
症
状
　
レ
ジ
オ
ネ
ラ
肺
炎

（重
症

化
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

・
潜
伏
期
――１１
２
Ｈ
～
Ю
Ｈ

（平
均
は

４
＝
～
５
Ｈ
）

・
高
熱
、
咳
、
喀
痰
等
を
Ｌ
症
状
と

す
る
‐―‐ｌｉ
炎

∩

。
そ
の
他
、
健
忘
症
、
ふ
ら
つ
き
、

幻
党
、
昏
睡
等
の
症
状
が
あ
ら
わ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

＊
以
―．
の
症
状

の
場
合
は
す
ぐ
に
医

療
機
関
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
注
意
点

・
乳
幼
児
や
高
齢
計
、
糖
尿
病
な
ど

の
免
疫
力
の
低
ド
す
る
病
気
を
持

つ
か
た
は
重
症
化
し
や
す
い
で
す
。

・
人
か
ら
人

へ
の
　
次
感
染
は
あ
り

ま
せ
ん
。

■
――ｌｌ
い
合
わ
せ
　
置
賜
保
健
所
地
域

保
健
予
防
課

（８
０
２
３
８
１
タ
ー

３
０
０
２
）

r希 vィ雙
む 参 ニユ~ 
力||

`t
2
()

()

()

IIJ

ムド

食
イt

詰
ヨ
黄
析
勺

蚤
旨
そ
己
寸
置

Ｄ

０
番
」
　

並
臼
段

買

い
物

を

し

な
が

ら

□

に
付

い
た

食

品

表

示

の
疑

間

、

不
適

Ｉ
表

示

の
情

報

や

Ｊ

Ａ

Ｓ
法

に
関

す

る
雪
一間

な

ど

、

な

ん

で
も

結

構

で
す

ぃ

▼
電

話

受
付

時

間

　

午

前

９
時

～

午

後

５
時

示

・
規

格

課

　

▼

堂
付

電

話

番

号

　

８

０

２

３

１

６

２

２

１

７

２

３

１
　

▼

受
付

Ｆ

∧

×

０

２

３

１

６

２

２

１

７

２

４

９
　

▼
受

付

Ｅ
メ

ー

ル

ア
ド

レ

ス
　

＜
∞
ヨ
品

∞
計３

ｏ
５

ｏ
◎
６
，
実

⊂
ヨ
繁
＋
∞
３

ｏ

Ｈ
～
６
月
鉤
日
）

ちょうりじょうゆうびん～おしらせ版～

9月 は、町の農産物の旬を味わい、食とふれあうこ

とをねらいとした “向鷹田Iの秋を味わおう「もって

のほか」
い
の日があります。町内産のもってのほかを使

つた菊の花びらl17kり 体験を通し、調理場で働く人たち

や生産者のかたとふオ1あい、食に関′卜を持ってほしい

と計画しました。今年は鮎貝小学校の2年生が花びら

取り体験をします。おひたしにする全校分の菊およそ

10kgの下処I甲です。子どもたちがどんな反応を見せて

くれるか、楽しみです。このほか白鷹産桑パウダーを

使ったハーブチキンや、同じく町内産のミニトマトを

味わい、地元の農産物に対するIT解を深めます。

今月はt'名 月の行事食を予定していましたが、例年

であオ1ば 9月の後半ごろになる |五夜も、今年はなん

と10月 6日 に。お月見献立は来月の実施となりました。

今月のおらほの食材 (町 内産)

もってのほか。ねぎ・トマト・ミニトマト・キャベツ・桑パウダー

【9月 の学校給食献立表】
1 4 6 7 8 11 12

こ
は
ん
　
ウ
イ

ン
グ
香
味
揚

け

キ
ャ
ヘ
ツ
の
お

か
か
あ
え

な
す
と

玉
ね
き

の
み
そ
汁

こ
は
ん
　
さ
は
の
み
そ
者
　̈
磯
香
あ
え

き
の
こ
け
ん
ち
ん

手
巻
き
寿
司
　
一翌
則
煮

も
や
し
の
み
そ
汁
　
＾
”
凍
み
か
ん

食

ハ
ン
　
野
菜

い
ろ

い
ろ
肉

た
ん

こ

コ
ー
ル

ス
ロ
ー
サ
ラ
ク

ク
ラ
ム
チ

ャ
ウ
タ

ー
　

ハ
ニ
ー
メ
ー
フ
ル

こ
は
ん
　
い
か
の
揚
煮

調
理
場
の
即
席
漬
け
　
自
玉
ス
ー
ブ

梅
わ

か
め

こ
は
ん
　
か
は
ち

ゃ

コ
ロ

ッ
ケ

笹
か
ま
入

り
お

ひ
た
し
　
沢
煮
椀

ト

マ
ト

こ
は
ん
　
豚
肉
と
キ
ャ
ヘ
ツ
の
み
そ
炒
め

ひ
し
き
サ
ラ
ク
　
春
雨
ス
ー
プ

こ
は
ん
　
さ
ん
ま
の
蒲
焼
き
　
３
色
ひ
た
し

な
め

こ
の
み
そ
汁

ア

ッ
プ

ル
シ

ャ
ー

ヘ
ッ
ト

コ
ッ
ヘ
ハ
ン
　

ミヽ
ー
ト

ツ
ー

ス

ツ
ナ
と

ほ
う
れ
ん
草

の

こ
ま

サ
ラ
タ

コ
ン

ソ
メ

ス
ー
フ

こ
は
ん
　
じ
し
、
も
フ
ラ
イ

厚
揚
け
と
野
菜
の
煮
物

小
松
菜
の
み
そ
■
　
の
り
こ
ま
ふ
り
か
け

金 火 水 木 金 火

こ
は
ん
　
鶏
肉
の
カ
レ
ー
揚
　
ひ
や
し
る

わ
か
め
の
み
そ
汁

こ
は
ん
　
”世
か
ま
の
磯
風
味
揚

し
ら
す
と
コ
ー
ン
の
ナ
ム
ル

豆
腐
ス
ー
プ

食
バ
ン
　
鶏
肉
の
パ
イ
ン
ソ
テ
ー

花
野
菜
サ
ラ
タ
　
野
菜
い
っ
は
い
ス
ー
プ

み
か
ん
ジ
ャ
ム

こ
は
ん
　
ほ
っ
け
焼
き
　
五
目
豆

ほ
う
れ
ん
草
の
み
そ
汁

こ
は
ん
　
桑
ハ
ウ
タ
ー
入
リ

ハ
ー
フ
チ
キ
ン

も

っ
て
の
ほ
か
菊
お

ひ
た
し
　
勝
汁

ミ
三

ト

マ
ト

こ
は
ん
　
ホ
テ
ト
チ
ー
ス
ロ
ー
ル

ヨ
ー
ク
ル
ト
サ
ラ
ダ
　
ハ
ヤ
シ
ラ
イ
ス

こ
は
ん
　
あ
し
の
レ
モ
ン
漬
け

野
菜
の
こ
ま
酢
あ
え

え
の
き
と
大
根
の
み
そ
汁

コ
ッ
ベ

ハ
ン
　
ま
め
グ
ラ
タ

ン

ク
リ
ー

ン
サ
ラ
ダ

　
ヽヽ
ヽ
不
ス
ト

ロ
ー
ネ

レ
ー

ス
ン
ク
リ
ー

ム

こ
は
ん

　

ン
ョ
ウ

ロ
ン
ホ
ウ

ひ
し
き

の
中
華

ソ
テ
ー

し
ゃ
か

い
も
と

玉
ね
き

の
み
そ
汁
　
納

豆

こ
は
ん
　
さ
ん
ま
の
塩
焼
き

キ
ャ
ヘ
ツ
と
ほ
う
れ
ん
草
の
ア
ー
モ
ン
ト
あ
え

大
根
の
み
そ
汁
　
お
さ
つ
ス
テ
ィ
ッ
ク

☆このほか毎 日牛 7しか 1本付きます .

●山形空港フェスティ川レ■つ 9月裕日仕)午前9時 20分～午後2時 ▼どこで 山形空港 ▼内容 ①滑
]帯¥譴仏勇屏ギ2婆

"酔

:顧 1許Sヽ ②③トーイングカー体験搭乗、④航空機外観見学、⑤防災ヘリコプター飛行見学 *①～④は要受付 ■問い合わせ 山i



品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策

の

加
入
手
続
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が
始
ま
り
ま
す

▼
対
象
農
業
者
　
立思
欲
と
能
プリ
の
あ

る
担

い
Ｆ

・
認
定
農
業
´

（
′１

・
特
定
農
業
団
体
等

＊
経
営
規
模
要
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に
は
、
中
山
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域
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地
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特
例
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所
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準
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例
等
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あ
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ま
す
。

▼
対
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農
産
物
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産
条
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不
利
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‐ｌｉ
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策
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○
収
入
減
少
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響
緩
和
対
策
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・

々
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人

り
）

▼
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入
Ｆ
続
き
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度
）

一①
秋
ま
き
麦
作
付
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１
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人

り
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付
者
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月
１
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図書館だより

■町内出版物の紹介
◇「凍土にそそるボタ山の下で (― )(二 )」

金子 成一
第2次 |lt界大戦に従軍さオ1たかたがたの年齢も80歳を超える時代

になりました。「
′
1分史Jと して、戦争体験記をid録 として残して

くださるかたが多くなってきています。こオlら は戦争に従軍さオlた

本町のかたが|:1分史として記録さオlた ものです。人隊時からシベリ

ア抑留までのおよそ4年 2カ 月‖Iの出来J「が記録さオlています。悲

惨さや現実を見つめていただきたい。

■今月の新刊 1品黒E択くLび讐亀為界じt‖ I事
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●
＞

●

チ

エ
リ

ア
塾

公

開
講

座

　

教
育

の
中

で
ジ

ェ
ン
ダ

ー
が

い
か

に

つ
＜

ら
れ

て

い
る

の
か

、

逆

に

そ

の
縛

り
か

ら
解

放

さ

れ

た
と

き

に
何

が

見

え

て
く

る
か

を
考

え

合

い
ま

す
。

▼

い

つ
　

９
月

９
日

（土

）

午

後

１
時

～
午

後

２
時

４５
分

▼
ど

こ
で
　

遊

学

館

（山

形

市
）

▼

テ
ー

マ
　

教

弯

を

ひ
ら
く
ジ

ェ
ン
ダ

ー
　

▼
講

師

　

天
野

正
子

　

▼
定

員

　

８０
人

　

▼
入
場

料

　

無

料

　

■
申

込

・
問

い
合

わ

せ
　

山

形

県

男
女

共

同

参

画
セ

ン

タ
ー

（
８

０

２

３

１

６

２

９

１

７

７

５

１
）

1()|
り j    イ

20
1 1

い
つ

＝
～
６
月
湘
＝
）

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　
山
形
農
政
事
務
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地
域
第

．
課
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０
２
３
８
１
＝
―

′１
２
１
０
）
、
南
陽
統
計

・
情
報
セ
ン

タ
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０
２
３
８
１
お
１
６
１
２
３
）

し
ら
た
か
３
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展
―
陶
漆
彫
―

白
鷹
在
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作
家

３
人
に
よ
る
陶

器

・
漆
器

・
硯
な
ど
の
作
品
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展
示

し
ま
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。
日
ご
ろ
町
内
で
制
作
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
る
３
人
の
技
、
美
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ご
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く
だ

さ

い
。

▼
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つ
　

８
月

脚
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）
～

９
月

ｌ
Ｈ

（月
）
午
前

Ю
時

～
午
後

６
時
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分
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終

日
は
午
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４
時
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）

▼
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こ
で
　

人

沼
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店

▼
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ｒ
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）

○

彫
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宮
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明
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■
問

い
合

わ

せ
　

深
山

Ｉ

房
つ
ち
団
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金

田
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部
１

１
８
０
７
）

町
民
グ
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ウ
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ゴ

ル

フ
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参
加
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募
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▼
い
つ
　

９
月
“
Ｈ

（Ｌ
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午
径
１

時
～
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入
決
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）

▼
ど
こ
で
　
鮎
貝
小
学
校
グ
ラ
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ン
ド

▼
参
加
資
格
　
町
内
に
お
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ま
い
か

勤
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し
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ラ
ウ
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ド
ゴ
ル
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好
と
で
ル
ー
ル

・
マ
ナ
ー
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把
握
じ

て
い
る
か
た

▼
参
加
費
　
５
０
０
円

（当
日
持
参
）

▼
定
員
　
先
着
１
０
０
人

▼
締
め
切
り
　
９
月
８
Ｈ

（金
）

▼
中
込
先
　
町
内
各
地
区
公
民
館

■
‐―ｌｌ
い
合
わ
せ
　
白
鷹
町
グ
ラ
ウ
ン

ハ

リ

ド

コ

ル

フ
協

会

／

１１１

当

　

新

川

（
Ｂ

絲

１

２

２

６

４

）

「空
間
有
美
」盆
栽
展

白
鷹
盆
栽
会
会
員
の
５
年
間
の
技

術
習
得
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成
果
発
表
の
展

ノＪく
で
す
。

▼
と
き
　
９
月
路
Ｈ
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昴
Ｈ
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）
午

―ｌｆｊ
９
時
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午
後
６
時

（最

終
日
は
午
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４
時
）

▼
ど
こ
で
　
中
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人
ホ
ー
ル

■
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い
合
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せ
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盆
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会
会
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長
岡
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絲
―

′１
０
５
０
）

初

級

中

国

語

講

座

生

徒

募

集

▼
開
催
期
間
　
９
月
～
躍
月

▼
会
場
　
中
央
公
民
館

▼
コ
ー
ス

①
人
間
コ
ー
ス
　
毎
週
木
曜
日
夜
７

時
よ
り

里 名 著 者 名 出版 社

あぐり白寿の旅 吉イ千あく
゛
り 集英社

天唄歌い 坂東真砂子 朝日新聞社

あやしうらめしあなかなし 浅田 次郎 双葉社

イギリス人の格 井形 慶子 集英社

魚の不思議 松浦 啓一 ナツメ社

雨月物語 青山 真治 角川学芸出版
工戸と現代 石川 英輔 講談社

エンデュミオン・スプリング マシュー・スケルトン 新潮社

オートフィクション 金原ひとみ 集英社

外交敗北 重村 智計 講談社

数の日本史事典 F可音F   猛 同成社

敬語練習帳 有吉 忠行 幻冬舎
これだけはしっておきたい

脳梗塞の予防と治療 内山真―郎 実業の日本社

これならできる家事整理術 阿部 絢子 講談社

昆虫の不思議 伊沢  尚 ナツメ社

」R脱線事故からの生還 内藤  友子 本の泉社

仕事力 青版 北城各太郎ほか 朝日新聞社

受命 需木 蓬生 角川書店

ZOO 乙 集英社

鱗 1判彙恣鼻1司
■ 9月 の休食官日 4 11 17 25
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０
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（Ｌ
海
出
身

）

▼
Ｌ
催
　
白
鷹

町

日
本

語
学
校

■
‐―ｌｊ

い
合

わ

せ
　

」日
木
瑛

Ｆ́

（８

部

１

１
４
１
０
）

エ
コ
エ
リ
ア
や
ま
が
た
農
楽

校

・
稲
刈
り
体
験
と
田
ん
ば

の
自
然
観
察
会

▼
い
つ
　
９
月
“
Ｈ

（―‐
）
午
前
９

時

測
分
～
午
後
３
時

▼
ど

こ
で
　
い
き
い
き
深
山
郷
の
ど

か
村
▼
内
容
　
稲
刈
り
体
験

（稲
ま
る
き
、

は
せ
掛
け
等
）
、
田
ん
ぼ

の
観
察
会

（田
ん
ぼ
や
水
路
の
生
き
物
調
査
）

▼
募
集
人
数
　
先
着
Ю
人

（親
ｒ
参

加
可
）

▼
参
加
費
用

　

´
般
１
５
０
０
円
、

小
学
生
以
ド
５
０
０
円

▼
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で
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▼
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▼
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▼
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恵
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ん

▼
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人

▼
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５
０

０
円
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料

▼
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（月
）
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Ｎ
Ｐ
ｏ
山

形
ら

い
ふ
め

ぇ
と
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画

（８

０
２
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４
４
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８
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河
川
観
察
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ｉｎ
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滝

▼
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つ

（日
）
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佗
時

9
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l()
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枷
分
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付
）
～
４
時

▼
ど
こ
で
　
黒
滝
開
削
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念
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前

（集
合
場
所
）

▼
内
容

①

フ
ッ
ト
バ
ス
を
歩
き
河
川
観
察

②
ゴ
ム
ボ
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に
乗
り
河
川
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③
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質
検
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▼
参
加
料
　
無
料

▼
対
象
　
小
学
生
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―‐

（先
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却
人

ま
で
）

▼
締
め
切
り
　
９
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７
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）

▼
Ｌ
催
　
県
民
ネ

ッ
ト
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川

※
中
込
方
法
な
ど
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詳
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く
は
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せ
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だ
さ
い
。

■
――ｌｌ
い
合
わ
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米
沢
中
央
高
校

・

佐
藤

（８
０
２
３
８
１
究
１
１
２
２
３

農業委員会のお知らせ

●9月 の農業委員会総会
9月 2511(月 )

●農地法関係の中;占締めリリリ

9月 1l FI(り |)

■問い合わせ

農業委員会農地調整係
(885-6128)

0



赤ちゃん健診

●日程 :

月  日 健  診 対 象 児

9月 6日 17kl
3カ 月児 平成18年 5月 生まれ
9カ 月児 平成17年 11月生まれ

9月 13日 17kl 1歳6カ月児
平成16年 11月 26日～
平成17年 1月 31日生まれ

●会場 :健康福祉センター

●内容と受付時間
3カ 月児…………昼121寺 30分～1時
9カ 月児…………午後1時～1時 20分
1歳 6カ月児……昼12時 30分～1時25分
●持ち物
母子健康手帳、バスタォル、間診票 (3
カ月・9カ 月児は事前に配布、 1歳 6カ
月児は郵送)3カ月。9カ月児健診のか
たは予防接種予診票
●注意
*問診票と母子健康手帳の「保護者の記録J

怖*争鶯f所合指涯ざ撥爵進ξ:嵩鯵票で指
定された時間においでください。
*待ち時間を少なくするため受付時間をず
らしていますので、ご協力ください。
*お子さんが、当日具合が悪かったり、 1
週間以内に人にうつる可能性のある病気
(みずぼうそう、ィンフルエンザ、突発
性発疹、とびひなど)にかかったりした
ときは事前に電話などでご連絡ください。

日本語の通訳が必要なかたヘ

母子健康手帳交付時、両親学級や赤ちゃ
ん健診などで通訳をお願いすることができ
ます。必要なかたは事前にご連絡ください。

各種相談

【すこやか子ども何でも相談】
お子さんの健康や育児のことなど、どん

∩ [省iFこ
とでも一人で悩まず、ご相談く

【健康相談】

赤ちゃんからお年寄りまで、体や心の健
康に関すること全般
*保健師、栄養士が相談をお受けします。

ポリオ予防接種
小児マヒの予防のため接種を行っています。
●日程:9月 5日 (火 )
●受付時間 :午後1時～1時20分

●会場 :健康福祉センター

●対象 :

1回目を受けるかた
…平成17年 12月 ～平成18年 1月 生まれ
2回目を受けるかた
…平成17年 5月 ～6月 生まれ
*対象以外のお子さんで接種を希望される
かたは事前にご連絡ください。
●持ち物 :母子健康手帳、予防接種予診票

両親学級 (前期 )

●日程:9月 26日 (火 )

●対象 :平成18年 12月 ～平成19年 3月 に
出産予定のかた
●会場 :健康福祉センター

●内容 :妊娠中の生活と健康管理、妊娠中
の栄養、歯の健康、グループトークなど
●時間 :午前9時45分～午後3時
●申し込みは9月 22日 (金)まで、お電話
でお願いします。

離乳食教室

●日程:9月 14日 (木 )
●対象 :離乳食を学びたいかた
●内容 :離乳食の進め方、調理実習、試食
と懇談
●時間 :午前9時30分～H時30分
●参加費 :200円 (調理実習費)
●持ち物 :母子健康手帳、エプロン、三角
巾、筆記用具
●保育 :お子さんとご一緒に参加できます。
申し込みのときに予約してください。
●申し込みは9月 12日 (火)まで、お電話
でお願いします。

総合検診 (9月 )

期 日 時間 場所 対象町内
i9日伏| 午前'午径東陽ホール 中部1～ 6、北部1

20日 lXl 午前・午後健康福祉センター

中山小学校

北部2～ 4、 東部1～3

27日 lXl 午前 中山地区全地区

28日 lAl 午前・午後健康福祉センター荒砥地区、東部4の女性

●受付時間

結核・1市がん。基本
胃がん。大腸がん
前立腺がん。肝炎ウイルス

午前7時30分
～9時 30分

結核・肺がん。基本。大腸がん
前立腺がん。肝炎ウイルス 午後

1時～2時

●料金
検  診 対  象 金  額

結核検診 65歳以上 無 利

肺がん検診 40～64歳 600「
基本健診 19～ 29歳 5,000円

基本健診 30～ 39庁覧 3,000円

基本健診 40～69歳 2,300円

基本健診 70歳以上 1,000円

胃がん検診 40～69歳 1,600円

胃がん検診 70歳以上 1,000円

大腸がん検診 対象者全員 700円

前立腺がん検診 40～69歳 2,300円

前立腺がん検診 70歳以上 1,000円

肝炎ウィルス検査 対象者全員 1,000円

●対象者

結核検診
…昭和17年 4月 1日以前に生まれたかた

肺がん検診

昭̈和17年 4月 2日～昭和42年 4月 1日 に

生まれたかた

基本健診
…昭和63年 4月 1日以前に生まれたかた

胃がん。大腸がん。前立腺がん検診
…昭和42年 4月 1日以前に生まれたかた

肝炎ウイルス検査
…今年度中に40、 45、 50、 55、 60、 65、 70歳に
なられるかた
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血液が不足しています
「愛のかたち献血」にご協力ください

●全血 (400ml、 200ml)
月  日 時  間 場  所

9月 21日 lAl

9:30～ 11:30 lllアーレスティ山形
13:30～ 14:30 花菱縫裂脚自鷹工場
15:10～ 16:30 健康福祉センター

らくらくスマイル教室を開催しています |

健康づくりのための体操をしています。
日ごろの運動不足・ストレス解消のため、
ぜひご参加ください。
●9月 の開催日 7日 (木)21日 (木 )
●時間 昼の部 午後1時30分～3時
夜の部 午後7時～8時 30分

●場所 健康福祉センター
●内容 ストレッチング、 リズム体操、ス
テップ体操など
●持ち物 タオル、ズック、飲み物など
●申込・問い合わせ
健康福祉課健康推進係 (886-0210)

子育て支援センター

9月 のあそび広場
(時間 午前 9時30分～11時 )
【赤ちゃん広場 (火曜日)】
▼会場 健康福祉センター
5日、 12日 、 19日 、26日
【すこやかあそび広場】
▼会場 健康福祉センター (木曜日)
7日 、 14日 、21日 、28日
▼会場 鮎貝地区公民館 (金曜日)

【地畠晨蕩1月逮暫月
2`2日、29日

4日  蚕桑地区公民館
11日  東根地区公民館
25H 萩野ふれあい館
【相談日】
個別に相談があるかたはおいでください。
▼日時 毎週火、木曜日午後1時～3時
▼会場 健康福祉センター
■問い合わせ 健康福祉課
子育て支援センター (886-0212)

生活相談所の相談日
9月 6日 lXl弁護士相談並びに一般相談
9月 13日 17kl人権特設相談
9月 20日 17kl行政相談
9月 27日 lXl一般相談

▼会場 :老人福祉センター
▼時間 :午前101寺から午後3時まで
▼弁護士 :安部 敏さん
*弁護士相談は前日まで要予約、午前10時
から昼12時まで。相談は無料。
日間い合わせ
白鷹町社会福祉協議会 (886-0150)

「結婚相談室」の開設
▼いつ 9月 12日 (火)午後3時～7時
▼どこで 老人福祉センター
▼相談料 無料
*事前に連絡があれば、相談時間など調整
します。プライバシー厳守。
■問い合わせ
産業振興課商工振興係 (885-6136)


